
９ 未来を切り拓く６次産業創出総合対策

【１３，０７３(０）百万円】

対策のポイント
「農山漁村の６次産業化」を推進するため、農林水産業・農山漁村の有する

「資源」を活用した地域ビジネスの展開、新産業の創出等を支援します。

＜背景／課題＞

・世界的な人口増加や経済成長、地球温暖化等の進展により、我が国における食料を含
農めた各種資源の調達が将来的に不安定化するリスクが高まっている一方で、我が国の

し、 。林水産業の活力は著しく低下 農山漁村地域の維持・存続も危ぶまれている状況
農林水産業・農山漁村と２次産業・３次産業と・このような状況に対応するためには、

を融合・連携 農林水産業・農山漁村の有する農林水産物をはじめとさせることにより、
する「資源」を食品産業をはじめとする様々な産業と連携して利活用し、新たな付加価

するこ値を生み出す地域ビジネス、新産業を創出する「農山漁村の６次産業化」を推進
とが重要。
・ であり、国食品産業（製造、流通及び外食）は、農林水産業の最も重要なパートナー
民に対する食料の安定供給を確保する上でも、 。引き続き食品産業の発展が不可欠

政策目標
農林水産業・農山漁村と２次産業・３次産業との融合・連携等に
より、新たな付加価値を生み出し、農林水産業の成長産業化、食
品産業の高度化、新産業の創出を図る

＜主な内容＞

１．地産地消・販路拡大・価値向上 ３，３５８（０）百万円
地産地消 強い農業づくり交付金(１) の活動に必要な施設の整備に対する支援として、

を設け、 に対しての中に特別枠 直売所、加工処理施設、地域食材供給施設等の整備

支援します。

農業法人等 農業サイド主導の経(２) が農業生産のみならず、加工・流通・販売など、

等を支援営の６次産業化に取り組む場合に必要な加工機械の導入や販売施設の整備

します。

専門的なアドバイスを行うコーディネーター活(３) 農商工連携の一層の推進のため、

を動や様々な異業種とも連携した新商品開発や販路拡大、これらの本格的な事業化

食品の促進するため、農林漁業者と食品事業者が安定的な取引関係を確立して行う

等を支援します。加工・販売施設や農林漁業用機械施設の整備

(４) 生産・品質管理、マーケティング力向上等の一貫した取組に対しアドバイスする

地域ブランド化 農林水産業者、販売業プロデューサーの招へい等による の取組や、

者、飲食業者、宿泊業者等が連携して地域の食材を活用した特徴ある料理等につい

を目指す取組を支援します。て地域団体商標等知的財産権の取得

また、地域特産物等の機能性を活かした新商品の提案や安定供給体制の確立など

により、 に取り組む産地を支援します。新食品・新素材の事業化



食品産業等と連携し、朝食欠食の改善や米飯学校給食の(５) 食料自給率向上のため、

の取組を実施します。また、 の取組推進 ごはん食の弁当をテーマとした新市場開拓

医師や病院栄養士等の専門家を通じて健康面からごはん食の効用を分かりやすや、

してもらう取組を支援します。く発信

未来を切り拓く６次産業創出事業のうち地産地消・販路拡大・価値向上 ２，５３５百万円
補助率：定額、２/３、１/２、１/３以内

事業実施主体：民間企業等
ほか関連委託費等 ８２３百万円

２．流通の効率化・高度化 １８９（０）百万円
卸売市場におけるコールド生産から消費に至る各段階の関係者が一体となって行う

を支援します。チェーン体制づくりのために必要な設備・機器の導入

また、フードチェーンの各段階における関係者が連携して行う輸送行程の効率化、

卸売市場における品質管理の高度化などの に関する調査及食品流通の効率化・高度化

び に関する調査を実施します。食料品小売店の機能を維持・強化する方策

未来を切り拓く６次産業創出事業のうち流通の効率化・高度化 １８９百万円
補助率：定額、１/２以内

事業実施主体：民間企業等

３．国際展開 １，４１９（０）百万円
輸出先国の各種基準への対応の検討・(１) 輸出に実際に取り組む事業者等に対して、

取得 海外販売促進・商談活動 輸出新産品の試作、海外市場調査、 、海外試験輸送、

等の各種の を総合的に支援します。農林水産物・食品の輸出の取組

(２) を進めるため、国内の生産者等海外の外食事業者等による日本産食材の共同調達

と連携して、 のための食材ロットのとりまとめ、鮮度維持のため調達コストの削減

の を行う取組等を支援します。効率的な物流ルートの選定

各国の食品(３) 我が国食品産業の東アジア地域への投資・事業展開を促進するため、

関連法規制や流通構造などの情報収集・提供 技術的な課題の解決、現地での政府、

等の取組を支援します。担当者や専門家を招へいした研修会の開催

未来を切り拓く６次産業創出事業のうち国際展開 １，０４４百万円
補助率：定額、１/２、１/３以内

事業実施主体：民間企業等
ほか関連委託費 ３７４百万円

４．資源・環境対策 ７，３１０（０）百万円
(１) や 等を促食品廃棄物発生抑制に向けた方策の検討 食品リサイクル・ループの構築

食品産業の中小進するための食品産業グリーンプロジェクトを支援します。また、

企業を対象とした温室効果ガスの排出削減 容器包装廃棄物の再商品化 事業や に係る

等の取組を支援します。者のコンプライアンスを推進するための研修会の開催

地域における第(２) 食料供給と両立する第２世代バイオ燃料の生産拡大を図るため、

（海藻類、ヤナギ、カヤ等） を実施し２世代バイオ燃料の原料 等の利用可能性調査

ます。

国産バイオ燃料等また、農林漁業者、事業者、消費者など地域の関係者に幅広く

等を支援します。の必要性や意義の周知



(３) 農山漁村の再生可能エネルギーを活用し、省エネ・省コスト化と地球温暖化防止

農林水産業にを実現するため、農作物の保冷倉庫、畜舎、バイオマス変換施設等の

を支援します。関連する施設等への太陽光パネルの設置

未来を切り拓く６次産業創出事業のうち資源・環境対策 ７，２４１百万円
補助率：定額、１/２、１/３以内

事業実施主体：民間企業等
ほか関連委託費等 ６９百万円

５．品質管理・コンプライアンスの徹底を通じた企業体質の強化

３２９（０）百万円

(１) 食品製造事業者の中小規模層におけるＨＡＣＣＰ手法の導入を加速化するため、

、低コスト導入手法の構築・普及 専門家からの助言・指導が受けられる体制の構築、

を強化します。現場責任者・指導者養成のための実践的な研修の取組の支援

零細規模層に対して一般的衛生管理を徹底また、ＨＡＣＣＰ手法の導入が困難な

等の取組を支援します。させるための基礎的な研修

(２) 食品事業者に対する消費者の信頼確保を図るため、①コンプライアンスの徹底に

食品事業者による自主的な企業行動規範の策定等に関する実践的な研修会の向け、

開催 原産地表示のためのガイドラインによる事業者の自主的な原料原産地表示、②

等の取組を支援します。を促進するためのアドバイザーの育成

未来を切り拓く６次産業創出事業のうち
品質管理・コンプライアンスの徹底を通じた企業体質の強化 ３２９百万円

補助率：定額、１/２以内
事業実施主体：民間企業等

６．緑と水の環境技術革命プロジェクト ４６８（０）百万円

「緑と技術を核に、農山漁村が豊富に有する資源を活用した新たな産業を創出する

に向け、① 、②事業化につながる可能性の水の環境技術革命」の実現 総合戦略の策定

ある技術シーズについて、採算性や実用化に向けた 、③新技術開発の実現可能性調査

事業の創出や産学連携活動を支援する ・活用等を総合的に推進します。人材の育成

未来を切り拓く６次産業創出事業のうち緑と水の環境技術革命プロジェクト ２００百万円
補助率：定額

事業実施主体：民間企業等
ほか関連委託費 ２６８百万円

［お問い合わせ先：総合食料局総務課 （０３－３５０２－７５６８（直 ］））



○ 農山漁村における雇用の確保と所得の向上
○ 国産品の需要拡大と自給率の向上
○ 農林水産業と食品産業等の連携による新たな需要の創造

「農山漁村の６次産業化」を推進するため、農林水産業・農山漁村の「資源」を活用した地域ビジネス
の展開等を支援し、農林水産業の成長産業化、食品産業の高度化、新産業の創出を図ります。

地域が元気

６つの支援のポイント
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② 農業所得の低下
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③ 農山漁村地域における

○企業の撤退

○公共事業の減少

①地産地消・販路拡大・価値向上 【３４億円】
・ 農業サイド主導の加工・流通・販売分野への多角化、地産
地消・農商工連携の推進、地域ブランドの確立等の支援

②流通の効率化・高度化 【２億円】
・ 食品流通の効率化・高度化に関する調査を行うとともに、
コールドチェーン体制の整備による品質管理の高度化を支援

③国際展開 【１４億円】
・ 輸出促進のための輸出環境整備、海外販路の定着・拡大、
食品産業の海外進出の支援

④資源・環境対策 【７３億円】

・ 食品産業における環境対策や、再生可能エネルギーを利活
用する取組等を支援

⑤品質管理・コンプライアンスの徹底を通じた企業体質の強化
・ ＨＡＣＣＰ手法の導入や一般的衛生管理、食品業界 【３億円】
におけるコンプライアンスの徹底等を支援

⑥緑と水の環境技術革命プロジェクト 【５億円】
・ 農山漁村が豊富に有する資源を活用した新たな産業の創出に
向け、事業化可能性調査や人材の活用・育成等を総合的に推進

未来を切り拓く６次産業創出総合対策

② 農林水産業・農山漁
村に潜在する未利用資
源を活用し、農山漁村
に利益を還元
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① ８２兆円規模の食品
産業（国産農水産物の
需要先）と連携し、１２
兆円規模にとどまる農
林水産業の付加価値
を向上

Ｈ１８Ｈ１２Ｈ７Ｈ２

【１３１億円】

現状 農山漁村をよみがえらせるための方策
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